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世
界
の
潮
流

「
持
続
可
能
な
観
光
国
際
年
に
お
け
る
各
地
の
取
り
組
み
」2

観
光
地
域
研
究
部
　
主
任
研
究
員
　

中
島 

泰

　

２
０
１
７
年
は
、
国
連
が
定
め
る
「
持

続
可
能
な
観
光
国
際
年
（International 

Y
e
a
r

o
f S

u
sta

in
a
b
le

 T
o
u
rism

 

for D
evelopm

ent

：IY
2017

）
に
当

た

る
。
国
連
が
観
光
に
関
す
る
国
際
年
を
定

め
る
の
は
、
１
９
６
７
年
の
「
国
際
観
光

年
（In

tern
ation

a
l Tou

rist Y
ea

r
on

 

Tourism

‐Passport
to P

eace

）」
と
、

２
０
０
２
年
の
「
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
年

（International Year
of E

cotourism

）」

に
次
い
で
３
回
目
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

近
年
急
増
す
る
国
際
観
光
客
数
を
踏
ま
え

て
の
こ
と
で
、
国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
で
は
、
観
光
が
脆
弱
な
生
態
系
や

文
化
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
２
０
１
７

年
を
契
機
に
、
短
期
的
な
経
済
的
利
益
を
得

る
た
め
の
環
境
利
用
を
抑
制
し
、
地
域
固
有

の
生
態
系
や
文
化
の
保
全
を
通
じ
て
長
期
的

な
経
済
的
利
益
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
提
唱

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
呼
び
か
け
を
踏
ま
え
て
、
今
年

は
世
界
各
地
で
持
続
可
能
な
観
光
に
係
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.to

u
rism

4
d
evelo

p
m

en
t2

017.

org
/

）
に
登
録
さ
れ
た
１
１
３
カ
国
５
３
８

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実
施
主
体
、
取
り

組
み
内
容
、
取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
観

点
か
ら
、
地
域
別
の
傾
向
な
ど
を
紹
介
、
整

理
す
る
。

　

ま
ず
、
国
連
に
お
い
て
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
が

設
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
振
り
返

る
。
２
０
０
０
年
９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
と
、

１
９
９
０
年
代
に
開
催
さ
れ

た
主
要
な
国
際
会
議
な
ど
で

採
択
さ
れ
た
国
際
開
発
目

標
が
統
合
さ
れ
、
２
０
０
１

年
に
「
国
連
総
会
に
お
け
る

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
開
発
分
野
に

お
け
る
国
際
社
会
共
通
の
目
標
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
。
同
目
標
で
は
、
８
つ
の
目
標

と
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
60
の
指
標
が
設
定
さ

れ
、
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、
乳
幼
児

死
亡
率
の
削
減
な
ど
を
中
心
に
各
種
取
り
組

み
が
実
行
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
、
後
継
と

し
て
新
た
に
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
持
続

可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開

催
）
で
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

は
貧
困
や
飢
餓
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
、

平
和
と
公
正
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
17
の
目
標

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
新
た
に
設
定
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

達
成
を
目
指
す
中
で
も
、
観
光
分
野
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、

２
０
１
５
年
12
月
の
第
70
回
国
連
総
会
に
お

い
て
２
０
１
７
年
を
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
と
定
め

る
こ
と
が
決
定
、
観
光
分
野
か
ら
の
持
続
可

図1   IY2017ロゴ

1
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
の
概
要
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能
な
世
界
、
社
会
へ
の
貢
献
度
合
い
を
強
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
世
界

を
全
て
の
人
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
幸
福
の
場

に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
最
大
で
急
速
に
成

長
し
て
い
る
社
会
経
済
分
野
と
し
て
経
済
成

長
を
促
し
、
適
切
な
雇
用
と
事
業
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
、
ま
た
、
貧
困
の
撲
滅
と
生
活

改
善
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
生
態
系
お
よ

び
生
物
多
様
性
の
保
全
、
自
然
・
文
化
資
源

の
保
護
な
ど
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
多
く

の
課
題
に
対
し
て
解
決
策
を
提
示
し
て
い
く

こ
と
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
国
政
府
、

国
連
に
お
け
る
各
組
織
、
そ
の
他
の
国
際
機

関
、
地
域
に
お
け
る
各
組
織
、
そ
の
他
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
の
目
標
は
、
こ
う
し
た
持

続
可
能
な
観
光
開
発
に
よ
る
貢
献
に
つ
い
て

の
政
策
決
定
者
お
よ
び
一
般
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
あ
り
、
貢
献
内
容
は
５
つ
の
主
要

分
野
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
包

括
的
で
持
続
可
能
な
経
済
成
長
、
②
社
会
的

包
括
性
、
雇
用
創
出
と
貧
困
削
減
、
③
資
源

効
率
性
、
環
境
保
全
と
気
候
変
動
へ
の
対
処
、

④
文
化
的
価
値
、
多
様
性
と
伝
統
へ
の
配
慮
、

⑤
相
互
理
解
、
平
和
と
安
全
保
障
、
で
あ
る
。

2
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る

　

取
り
組
み

　

前
述
の
分
野
に
お
け
る
観
光
の
役
割
を
促

進
、
強
化
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
内
で

行
わ
れ
る
取
り
組
み
は
、
以
下
の
枠
組
み
に

基
づ
い
て
実
施
、
そ
の
内
容
、
成
果
を
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
報
告
す
る
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
る

（
表
１
）。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
本
枠
組
み
を
通
じ

て
実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、

実
施
者
自
身
に
よ
る
登
録
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
登
録
内
容
は
誰
も
が
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
地
図
上
お
よ
び
カ
レ
ン
ダ
ー
上
で

の
検
索
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
お
よ

び
図
３
）。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
９
月
11
日
現
在
、

１
１
３
カ
国
か
ら
５
３
８
の
取
り
組
み
内
容

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
の
登
録
は

９
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
登
録
内
容

は
、
２
０
１
７
年
終
了
後
に
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

よ
っ
て
最
終
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
国
連
へ
提
出
さ
れ
る
。

　

以
下
に
お
い
て
、Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、世
界
各
地
、

日
本
国
内
の
取
り
組
み
に
分
け
て
、
そ
の
内

容
を
紹
介
、
整
理
す
る
。

図2   マップ上に登録された取り組み

図3   カレンダー上に登録された取り組み
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取り組みの柱 取り組み内容

実施主体

UNWTOへの報告推奨事項政
府

民
間
組
織

学
術
研
究

機
関

国
際
機
関

Ｎ
Ｇ
Ｏ

1. 政策提言と意識の向上
・持続可能な観光を開発ツール

として促進し、世界、国および
地域単位の開発目標を統合、
経済と持続可能な開発のため
の触媒機能を強調する

・ 2030アジェンダとSDGsに対す
る観光の貢献についての世界
的議論を促進する

・観光客を含む全てのステーク
ホルダーに対して、旅行や観
光が及ぼす社会および環境へ
の影響と責任ある旅行が持続
可能な開発に貢献し得る可能
性についての意識を高める

国際的、国家的、地域的、風土レベルにおける政策提言のため
の特別な委員会の設立、あるいはテーマの指定 ● ● ● 取り組みの説明（委員会の構

成や役割など）

国および地域のイベントの実行 ● イベントの説明／参加者数

その他のイベント、会議、ミーティングの開催 ● ● ● ● ●
各イベントの説明／イベント数
／各イベントの参加者数／イベ
ントの成果（レポート、宣言など）

報道、インタビュー、プレスリリース、記事、ブロガー活動な
どを含む、メディアおよびSNSに係る活動 ● ● ● ● ● メディア活動の説明／メディア

活動の数／推定される拡がり

革新的な調査もしくは発展的な取り組みに対する持続可能
な観光のための地域的、国家的、風土レベルの賞の授与 ● ● ● ● ● 賞の説明／参加者および受賞

者数／推定される拡がり

UNWTOの展示・活動の適用、コンペ・展示の実施（例えば、
写真、エッセイ、調査、メディア、SNSなど） ● ● ● ● ● コンペ、展示会の数／参加者

数／想定される広がり

テーマに応じた切手、コインの生産 ● 取り組みの説明／広がり

年間を通じた全ての協会用コミュニケーション資料におけ
る国際年のロゴの使用 ● ● ● ● ● ロゴ使用

消費者、従業員、供給者を巻き込んでの意識向上活動 ● 活動数／参加者数

責任ある旅行者になるための観光客を対象とした意識向上
キャンペーンの実施、普及 ● ● ● ● ● 活動の説明／想定される広が

り

IY2017に関連したUNWTOのさまざまな主要活動のための
基金のスポンサー ● ● ● ● ● 貢献内容の説明

2. ノウハウ開発と普及
・どのように持続可能な観光が

後 進 国と先 進 国両方におい
て、5つのエリアに貢献するの
かを理解、改善する

・観光の影響の測定と監視のた
めのメカニズムとツールの作
成

持続可能な観光開発と17のSDGsに関する研究を行い、観
光関係者のための実践的ガイドラインと勧告を詳述する ● ● ● ● ●

研 究 活 動の説 明 ／研 究、勧
告、ガイドラインの数／推定
される拡がり

その他のプレゼンテーションツールと出版物を通してのベ
ストプラクティスとケーススタディを認証、拡散する ● ● ● ● ● 活動の説明／出版、発表の数

／推定される拡がり

持続可能な観光の測定を容易にするようなツールとアプ
ローチの開発と使用（例えば、持続可能な観光の観測、旅
行・観光サテライト勘定、環境指標、平和指標など）

● ● ● ● ●

取り組み。ツールの説明（方
法論など）／想定される影響
の範囲（取り組み、ツールの
性質に応じて）

観光と関連分野（例えば、農業、環境、文化など）の連携を
強化し、共同活動を促進するための学際的プラットフォー
ムを確立する

● ● ● ● ● 取り組みの説明／活動数

3. 政策立案
・持続可能な開発のための観光

の貢献の最大化と推進に関す
るグッドプラクティスの交換
と、根拠に基づいた政策の促
進

・ SDGsと2030アジェンダへと貢
献したような、国際的でさまざ
まな分野が携わる観光政策を
通しての観光開発。そしてその
開発への全体論的で統合され
たアプローチの奨励

・公的、また民間分野の法人、
そして 観 光 開 発 の 柱となる
CSRを促進する

協議会のような観光の内的な管理プラットフォームと、国際
的、財政的な組織を含んでいる内部機関的なプラットフォー
ム（世界銀行や国連など）の設立

● ● 取り組みの説明

政策、戦略、計画、法律、または持続可能な観光に関連した、
国際的で持続可能なレベル上でのSDGsへの観光部門の貢
献と開発のための具体的なプログラムの定義

● 取り組みの説明（期待される
成果と影響を含む）

政策・戦略と女性と若者と恵まれない人々を支えるための
プログラム ● ● ● ● ● 取り組みの説明／想定される

受益者の数

新しく、そして革新的な公的・民間的なパートナーシップの作成 ● ● ● ● ● パートナーシップの説明

国家的なセキュリティ計画内に観光を取り込む ● 取り組みの説明

消費者の信頼感を狙いとした取り組みへの従事（調査、ケー
ススタディ、意識向上活動） ● ● 取り組みの説明

安全とシームレスな旅行の推進：例えば、visaポリシー、乗
客情報プログラム、安全とシームレスな旅行のための地域
的な協力の強化など

● ● 取り組みの説明

旅行運用の一部として、CSRの加入と世界観光倫理規範へ
の民間部門の固守の促進 ● ● ● ● 取り組みの説明／GCETに従

う事業者数

認識された持続可能性認定計画への旅行運用の固守の奨励 ● ● 認定事業者の増加数

4. 能力構築と教育
・開発への持続可能な観光を促

進するための教育に関する政
策立案と公式化を支援する

・ SDGsと2030年アジェンダに即
したカリキュラム開発を強化
する

・知識の積み上げとスキル開発
を通して女性と若者に力を与
える

持続可能な観光に関する能力開発のトレーニング／ワーク
ショップの運営 ● ● ● ● ● 訓練内容の説明（期待される

成果を含む）参加者数

地域的、国際交流プログラムの奨学金設立 ● ● ● ● ● 奨学金、プログラム交換の説
明／受益者の数

世界観光倫理規範を含む持続可能な観光における発展的
な履修課程の開発 ● ● コースの説明／生徒数

持続可能な観光における現存の教育プログラムの推進と促進 ● ● 生徒数

特に女性と若者、恵まれない人々のためのトレーニングプロ
グラムの設立 ● ● ● ● ● プログラムの説明／生徒数

表1   IY2017内での実施が推奨される取り組み

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf
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１
．Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
取
り
組
み

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
を
設
定
し
た
２
０
１
５
年

の
国
連
総
会
で
は
、「
決
議
内
容
か
ら
生
じ
る

あ
ら
ゆ
る
活
動
は
、
現
状
の
活
動
範
囲
を
超

え
た
、
主
導
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
自
主
的

な
貢
献
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
」
と
、
Ｕ

表2   UNWTOが実施する取り組み（2016年ロードマップ時に策定した暫定的な内容）

表3   IY2017公式イベント

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf

資料：A roadmap for celebrating together（IY2017公式ウェブサイト）よりJTBF作成
http://www.tourism4development2017.org/wp-content/uploads/2017/04/iy_roadmap_en_web.pdf

マドリードでの展示 （資料はどんな場所にも再現できるように利用可能）

国際年のコミュニケーションキット（ロゴ、SNSキット、ビデオなどを含んだコミュニケーション資料）の制作

旅行者の責任ある旅行の促進と、効果的な「変化」を作るという役割に焦点を当てた、「旅行、楽しみ、尊敬」のテー
マのもとのコミュニケーションキャンペーン（テレビ、プリントされた広告、社会メディア戦略）の推進

コミュニケーションキャンペーン、世界中のイベント、研究内容、グッド・プラクティスなど、観光分野における関
連情報を掲載するためのIY2017公式ウェブサイトの制作

ブロガーのコンペの開催

観光と開発に係る最重要刊行物の制作

2030年に向けたロードマップ作成（観光と持続可能な開発の目標）

国際年のための大使館特別プログラムの開発

国際および特別なメディアに対するパートナーシップ提携

10年計画の持続可能な観光プログラムと観光開発プログラムのもとでのイニシアチブ、例えば観光を通しての女
性と若者の雇用を奨励するような、UNWTOとそのパートナーの主要なイニシアチブのための支援と、支援の受容
のための国際年の使用

2030アジェンダのターゲットとゴールの把握のための指南のフレームワークに関しての国連統計委員会の推薦と
一致しているような、持続可能な観光上の新しい指南の一通りのトレーニングと意識向上

2018年の国連総会のためのIY2017の実行に関するレポート作成

国際年と、国際会議やサミット、出来事やイニシアチブの副産的な影響とのリンク設定

イベント 開催日時 開催場所

オープニングセレモニー 1月18日 スペイン・マドリード

UNWTO地域委員会

4月19日 エチオピア・アジスアベバ

4月24日 アラブ首長国連邦・ドバイ

5月15～17日 バングラデシュ・ダッカ

6月1日 ホンジュラス・ロアタン

6月6日 モルドバ・キシナウ

UNWTO理事会を活用した持続可能な都市観光に関す
る円卓会議 5月10日 スペイン・マドリード

観光統計に関する国際会議：持続可能な観光の計測 6月21～24日 フィリピン・マニラ

UNWTO総会を活用したイベント 9月4日～9日 中国・成都

持続可能な観光開発と平和に関する国際会議 9月18～19日 カナダ・モントリオール

世界観光DAY：開発の１ツールとしての持続可能な観光
－公式祝賀会 9月27日 カタール・ドーハ

UNWTO、ジャマイカ政府、世界銀行グループ共催
持続可能な観光を通じた雇用と包括的成長のための
パートナーシップに関する国際会議

11月27～29日 ジャマイカ・モンテゴベイ

UNWTO、UNESCO共催
観光と文化に関する世界会議：持続可能な開発の強化 12月11～12日 オマーン・マスカット

クロージングセレモニー 12月（日付未定） スイス・ジェノバ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

で
は
２
０
１
７
年
に
以
下
の
取
り
組
み
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
表
２
）。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
つ
い
て
の
周
知

お
よ
び
情
報
交
換
の
機
会
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
が
主
催
し
、
以
下
の
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
公

式
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
（
表
３
）。

２
．世
界
各
地
の
取
り
組
み

　

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登

録
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
世
界
各
地
で
実

施
も
し
く
は
実
施
予
定
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
情
報
を
把
握
、
整
理
し
た
。
な
お
、
各
実

施
主
体
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
登
録
す
る

内
容
は
、

①	

実
施
主
体

②	

実
施
主
体
の
タ
イ
プ
（
国
際
機
関
／
政
府

／
民
間
組
織
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
そ
の
他
）

③	

取
り
組
み
名
称

④	

エ
リ
ア
（
ア
フ
リ
カ
／
南
北
ア
メ
リ
カ
／

東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
／ 

中
東
・
南
ア
ジ
ア
／
世
界
規
模
）
お
よ
び

国
名

⑤	

実
施
期
間
（
開
始
日
、
終
了
日
）

⑥	

貢
献
分
野
（
包
括
的
で
持
続
可
能
な
経
済

成
長
／
社
会
的
包
括
性
、
雇
用
創
出
と
貧

困
削
減
／
資
源
効
率
性
、
環
境
保
護
と
気

候
変
動
へ
の
対
処
／
文
化
的
価
値
、
多
様

性
と
伝
統
へ
の
配
慮
／
相
互
理
解
、
平
和

と
安
全
保
障
）

⑦	

取
り
組
み
の
柱
（
政
策
提
言
と
意
識
の
向

上
／
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
／
政
策
立
案

／
能
力
構
築
と
教
育
）

⑧	

取
り
組
み
内
容（
報
道
、オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
活
動

／
賞
お
よ
び
コ
ン
ペ
／
イ
ベ
ン
ト
、
会
議

／
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
／
観
光
統
計
ツ
ー
ル

の
開
発
／
出
版
、
研
究
、
論
文
・
記
事
／
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観
光
分
野
に
お
け
る
関
係
者
間
の
連
携
構

築
／
政
策
・
戦
略
・
施
策
の
開
発
、
調
整
）

⑨	

取
り
組
み
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
成
果

⑩	

取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
一
般
市
民
／

特
定
グ
ル
ー
プ
／
民
間
部
門
／
政
府
機

関
／
国
際
機
関
／
学
術
研
究
機
関
）

⑪	

取
り
組
み
の
説
明

⑫	

そ
の
他
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
／

関
連
映
像
／
イ
メ
ー
ジ
画
像 

な
ど
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
取
り
組
み
エ
リ
ア
を
見
て
み
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
最
も
多
く
２
５
２
の
取
り
組

み
が
実
施
、
も
し
く
は
実
施
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
次
い
で
南
北
ア
メ
リ
カ
（
取
り
組
み

数
１
２
８
）、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
（
取
り
組
み

数
１
０
０
）、
ア
フ
リ
カ
（
取
り
組
み
数
46
）

と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。
ま
た
、エ
リ
ア
を
国

別
に
見
て
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
が
最
も
多
く

取
り
組
み
数
66
、
次
い
で
イ
タ
リ
ア
（
取
り

組
み
数
54
）、メ
キ
シ
コ（
取
り
組
み
数
30
）
と

な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
が

や
や
多
く
目
立
つ
が
、
国
別
に
見
る
と
南
北

ア
メ
リ
カ
か
ら
メ
キ
シ
コ
や
米
国
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
チ
リ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
か
ら
イ

ン
ド
も
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

取
り
組
み
は
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
が
、

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
本
部
も
あ
る
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
取
り
組
み
が
多
い
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
で
も
国
に
よ
っ

て
取
り
組
み
状
況
が
違
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
実
施
主
体
の
タ
イ
プ
を
見
て
み

る
と
、
民
間
組
織
が
最
も
多
く
全
体
の
30
・

０
％
、
次
い
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
27
・
６
％
、
政
府
21
・

０
％
、
国
際
機
関
13
・
２
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
６
）。
Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
に
お
け
る
取
り
組

み
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
主
導
し
、
各
国
政
府

な
ど
を
通
じ
て
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
結
果
か
ら
広
く
民
間

組
織
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
取
り
組
み
の
範
囲
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
実

施
主
体
の
タ
イ
プ
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る

と
、
ア
フ
リ
カ
で
は
民
間
組
織
の
取
り
組
み

（
45
・
７
％
）、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
取
り
組
み
（
34
・
４
％
）、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
で
は
国
際
機
関
の
取
り
組
み
（
16
・
０
％
）

割
合
が
や
や
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
（
図
７
）。

　

取
り
組
み
に
よ
る
貢
献
分
野（
複
数
選
択
）

を
見
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
分
野
に
も
広
く

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
が
、
や
や
「
資
源
効
率
性
、
環
境
保
護
と
気

候
変
動
へ
の
対
処
」（
取
り
組
み
数
３
４
７
）

と
「
文
化
的
価
値
、
多
様
性
と
伝
統
へ
の
配

慮
」（
取
り
組
み
数
３
４
３
）が
多
く
、次
い
で

「
包
括
的
で
持
続
可
能
な
経
済
成
長
」（
取
り

組
み
数
３
２
０
）と
な
っ
て
い
る
（
図
８
）。
こ

れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
あ
ま
り

エ
リ
ア
に
よ
る
傾
向
に
違
い
は
は
っ
き
り
見

ら
れ
な
い
（
図
９
）。
こ
れ
ら
か
ら
、
持
続
的

な
観
光
の
推
進
に
よ
る
貢
献
分
野
は
広
く
多

方
面
を
向
い
て
お
り
、
世
界
各
地
に
お
い
て 

も
特
定
分
野
に
偏
る
こ
と
な
く
全
方
位
的
に

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

取
り
組
み
の
４
つ
の
柱
（
複
数
選
択
）
を

見
て
み
る
と
、「
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
」
お

よ
び
「
政
策
提
言
と
意
識
の
向
上
」
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
数
が
２
２
２
、２
２
１

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
「
政
策
立

案
」
お
よ
び
「
能
力
構
築
と
教
育
」
は
取
り

組
み
数
と
し
て
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
図

10
）。
こ
れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、

ア
フ
リ
カ
で
は
「
政
策
提
言
と
意
識
の
向

上
」
の
取
り
組
み
割
合
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
ノ
ウ
ハ
ウ
開
発
と
普
及
」

の
取
り
組
み
割
合
が
多
い
。
南
北
ア
メ
リ
カ

お
よ
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
は
そ
の
中
間
で
あ

り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
は
「
政
策
立
案
」
の

取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
い
（
図
11
）。
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
お
い
て
、
よ
り
先
行

し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
意
識
啓
発
の
次

の
段
階
で
あ
る
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ツ
ー

ル
開
発
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
見
て
み
る

と
、圧
倒
的
に
多
い
の
が
「
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
」

で
あ
る
（
取
り
組
み
数
３
４
６
）。
次
い
で
、

「
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
」（
取
り
組
み
数
68
）、「
報

道
、
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
取
り

組
み
数
38
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
12
）。
Ｉ
Ｙ

２
０
１
７
を
通
じ
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
開
催
が
多
く
、
具
体
的
な

取
り
組
み
や
継
続
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

関
係
者
の
意
識
向
上
や
意
識
合
わ
せ
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
ア
フ

リ
カ
で
や
や
「
報
道
、
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
政
策
提
言
に
つ
な
が
る
活
動
」
の
取

り
組
み
割
合
が
高
く
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で

「
能
力
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
訓
練
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
」
の
取
り
組
み
割
合
が
高

い
傾
向
に
あ
る
（
図
13
）。

　

最
後
に
取
り
組
み
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
複
数

回
答
）
を
見
て
み
る
と
、一
般
市
民
を
対
象
に

し
た
取
り
組
み
が
最
も
多
く
３
１
４
、
次
い

で
民
間
部
門
向
け
が
１
５
３
、
政
府
機
関
向

け
が
１
１
５
と
な
っ
て
い
る
（
図
14
）。
こ
れ

ら
を
エ
リ
ア
別
に
見
て
み
る
と
、
南
北
ア
メ

リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
般
市
民
向

け
の
取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
く
、
ア
フ
リ

カ
お
よ
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
は
政
府
機
関
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持続可能な観光
　世界の潮流「持続可能な観光国際年における各地の取り組み」2
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図4   取り組みエリア 図5   取り組みエリア（上位10カ国）

図6   実施主体のタイプ 図7   実施主体タイプの割合（エリア別）

図8   貢献分野 図9   貢献分野の割合（エリア別）

図10   取り組みの柱 図11   取り組みの柱の割合（エリア別）
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向
け
の
取
り
組
み
割
合
が
や
や
高
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
は
学
術
研

究
機
関
向
け
の
取
り
組
み
割
合
も
や
や
高
く

な
っ
て
お
り
、
各
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
取
り
組

み
の
関
心
の
向
き
先
が
や
や
異
な
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
（
図
15
）。

３
．日
本
国
内
の
動
き

　

日
本
国
内
か
ら
は
同
サ
イ
ト
へ
９
つ
の
取

り
組
み
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
）
１

件
、
観
光
庁
１
件
、
地
方
自
治
体
１
件
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
２
件
、大
学
１
件
、民
間
組
織
３
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
実
施
し
た
の
は
、「
国
連

世
界
観
光
機
関
駐
日
事
務
所 

東
京
事
務
所

開
設
記
念
講
演
会

－

持
続
可
能
な
観
光
国

際
年

－

」
で
、
自
由
民
主
党
幹
事
長 

二
階
俊

博
氏
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長 

タ
レ
ブ
・
リ

フ
ァ
イ
氏
、（
株
）
小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取

締
役
社
長 

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏

を
講
演
者
に
招
い
た
講
演
会
を
２
０
１
７
年

３
月
に
東
京
の
国
連
大
学
本
部
ビ
ル
に
て
開

催
し
た
。ま
た
、観
光
庁
に
よ
る
も
の
は
、「『
持

続
可
能
な
観
光
国
際
年
』
記
念 

国
際
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
岡
山
県
お
よ
び
三
重

県
で
２
０
１
７
年
10
月
に
開
催
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
他
、
民
間
組
織
に
よ
る
展
示
会
に
お

け
る
テ
ー
マ
展
示
、
あ
る
い
は
空
港
で
の
サ

イ
ネ
ー
ジ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
地
方
自
治
体
と

連
携
し
た
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
に
向

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
と
実
行
宣
言

な
ど
の
登
録
が
行
わ
れ
て
い
る
。
登
録
数
の

み
を
見
る
と
取
り
組
み
が
少
な
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
登
録
さ
れ
た
取

り
組
み
以
外
に
も
２
０
１
７
年
は
持
続
可
能

な
観
光
の
推
進
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
大
学
で
の

持
続
可
能
な
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
多
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
９
月
に

も
東
洋
大
学
に
お
い
て
持
続
可
能
な
観
光
国

際
年
特
別
大
使 

マ
イ
ケ
ル
・
フ
レ
ン
ゼ
ル

氏
な
ど
を
招
い
た
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
で
は
あ
る
が
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
６
で
は
、

「
ア
ジ
ア
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
持
続

可
能
な
観
光
を
今
後
の
重
要
な
政
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
日
本
が
同
分
野

を
強
力
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
内
容
を
含
ん
だ

「
東
京
宣
言
２
０
１
６
」
を
発
表
す
る
な
ど
、

Ｉ
Ｙ
２
０
１
７
を
契
機
に
各
分
野
で
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。（

な
か
じ
ま　

ゆ
た
か
）

図12   取り組み内容 図13   取り組み内容の割合（エリア別）

図14   取り組みのターゲット 図15   取り組みのターゲットの割合（エリア別）
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